
冒
頭
、
新
任
の
山
岡
弘
幸
自

治
連
合
会
長
（
７
組
）
は
「
頑

張
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。

役
員
紹
介
後
、
自
治
会
費
を

百
円
値
上
げ
し
た
予
算
案
を
三

嶋
正
裕
会
計
が
説
明
し
、
原
案

ど
お
り
承
認
。
井
原
町
大
運
動

会
の
選
手
選
出
を
平
井
達
也
福

祉
体
育
部
長
が
要
請
し
た
。

大
坪
正
広
民
生
児
童
委
員
は

「
ご
近
所
見
守
り
」
の
重
要
性

を
説
き
、
福
祉
委
員
の
各
組
自

治
会
長
へ
協
力
を
求
め
た
。

〈

倉
掛
自
治
連
合
会

〉

会

長

山
岡

弘
幸

副
会
長

細
羽

正
敏

会

計

三
嶋

正
裕

総
務
部
長

松
井

憲
司

消
防
環
境
部
長

吉
川

朗

防
犯
交
通
部
長

神
崎

節
夫

福
祉
体
育
部
長

平
井

達
也

広
報
広
聴
部
長

佐
能

敏
政

監
（
幹
）
事

片
岡

宏
文

監

事

川
上

吉
弘

婦
人
部
長

渡
辺

好
子

少
年
部
長

川
相

勝

消
防
第
３
部
長

瀬
川

隆
治

倉
掛
少
年
団
育
成
会
は
四
月

七
日
、
つ
ど
え
～
る
で
定
例
会

を
開
き
、
年
間
活
動
の

日
程
等
を
確
認
し
た
。

川
相
勝
会
長
（
14

組
）
は
「
メ
イ
ン
の
キ

ャ
ン
プ
は
大
佐
山
で
自

然
体
験
を
予
定
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
今
年
も

積
極
的
な
活
動
方
針
を

示
し
た
。

〈

倉
掛
少
年
団
育
成
会

〉

会

長

川
相

勝

副
会
長

黒
崎

英
夫

副
会
長

渡
辺
伸
太
郎

副
会
長

渡
辺

絵
未

副
会
長

田
中

陽
子

会

計

濱
田

竜
雄

顧

問

村
上

達
也

〈
倉

掛

少

年

団
〉

団

長

川
相

玲
奈

副
団
長

黒
崎
ふ
た
ば

倉
掛
自
治
連
合
会
は
先
の
臨

時
役
員
会
で
、
本
年
度
前
期
の

活
動
計
画
を
ま
と
め
た
。

事
業
所
自
治
会
費
の
集
金
は

五
月
十
八
日
に
決
定
。
昨
年
よ

り
事
前
に
文
書
で
集
金
日
を
連

絡
し
、
当
日
は
役
員
が
手
分
け

を
し
て
各
事
業
所
へ
出
向
く
。

全
戸
溝
掃
除
は
五
月
二
十
六

日
か
ら
六
月
一
日
ま
で
の
七
日

間
。
六
月
三
日
に
自
治
連
合
会

が
土
砂
を
回
収
、
消
火
器
二
十

一
本
の
交
換
も
行
う
。

倉
掛
婦
人
会
は
四
月
十
五

日
、
つ
ど
え
～
る
で
役
員
顔
合

わ
せ
会
を
行
い
、
支
部
役
員
や

各
組
長
ら
が
出
席
し
た
。

渡
辺
好
子
支
部
長
が
「
役
員

で
力
を
合
わ
せ
、
よ
り
よ
い
倉

掛
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
、
前
年
度
の
会
計
報
告
と

本
年
度
の
活
動
計
画
を
確
認
し

た
。
井
原
婦
人
会
の
中
島
会
長

か
ら
は
、
会
員
拡
大
へ
向
け
て

の
呼
び
掛
け
も
あ
っ
た
。

〈

倉

掛

婦

人

会

〉

支
部
長

渡
辺

好
子

副
支
部
長

会

計

倉
橋

雅
子

文
化
教
養

藤
代

薫

保
健
体
育

川
上

薫

生
活
福
祉

藤
原

朱
実

（
写
真
下
＝
左
か
ら
藤
代
・
川

上
・
渡
辺
・
倉
橋
・
藤
原
の
各

支
部
役
員
）
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／山岡弘幸

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

平
成
二
十
四
年
度
倉
掛
自
治
会
予
算
総
会
が
つ
ど
え
～
る
で

四
月
十
四
日
に
開
か
れ
、
民
生
児
童
委
員
や
各
組
自
治
会
長
ら

四
十
五
人
が
出
席
し
て
予
算
案
な
ど
を
審
議
し
た
。

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞

※カッコ内は世帯数

１ 組（10）小川 徴

２ 組（ 5）西村 彦雄

３ 組（12）岡本 康子

４ 組（ 6）今井 忠秋

５－１組（11）山元 幸治

５－２組（12）内田 早苗

６ 組（11）藤井 顕治

７ 組（ 7）中尾 妙子

８ 組（19）妹尾 一成

９ 組（ 5）掛橋 健吉
10 組（ 5）高本 良一

11 組（ 6）橋本 始

12－１組（ 5）井上 和夫

12－２組（14）竹田 寿雄

13－１組（ 7）山本 勝己

13－２組（13）房野 健一

13－３組（15）佐能 敏政

14 組（11）広井 一士

15－１組（10）渡辺 節夫

15－２組（ 7）豊池 敏子

16 組（16）山本 昇
17 組（ 9）山岡 淳志

18－１組（ 8）山室奈保子

18－２組（ 9）松田 和枝

18－３組（ 6）梶谷 昌弘

平成24年度自治会長

倉
掛
婦
人
会
・
役
員
一
新

２４年度
予算総会

事

業

所

集

金

５
月
18
日
訪
問

自
治
連
合
会

自治会費１００円アップ

「高杉晋作と明治維新革命」

と き：６月５日（火）

開場 18：00～

開演 18：30～

会 場：アクティブライフ井原

前売券：小学生 ５００円

中高生 １０００円

一 般 ２５００円

窓 口：ワタナベ楽器・小さな

お店（井原駅構内）

主 催：井原公演実行委員会

後 援：井原市・井原市教育委

員会・文化協会ほか

と き：５月１２日（土）

10：00～11：40

会 場：つどえ～る

演 題：「子育ての秘訣」

講 師：就実大学教育学部

佐藤和順教授

受講費：無 料

申込先：つどえ～る

井原市井原町352-1

電話0866-62-9090

締 切：５月９日（水）

主 催：市民活動センター

後 援：井原放送㈱

≪春の教育イベント≫

24
年
度
倉
掛
婦
人
会
の
支
部
役
員

就実出前授業＆

つどえ～る講演会

劇団はぐるま座井原公演

「動けば雷電の如く」

川
相
育
成
会
長

活
動
方
針
示
す

自 治

連合会

前
列
左
か
ら
渡
辺
・
川
相
・
田
中
、
後
列

左
か
ら
黒
崎
・
濱
田
・
渡
辺
の
各
役
員

▲



小
田
川
の
増
水
に
伴
い
、
過

去
に
幾
度
も
倉
掛
へ
浸
水
被
害

も
た
ら
し
た
井

原
大
橋
北
の
樋

門
。
市
は
昨
年

の
二
月
定
例
会

で
改
良
を
取
り

決
め
た
。

今
年
二
月
下

旬
に
着
工
。
四

月
二
十
二
日
現

在
、
心
臓
部
分

の
ポ
ン
プ
２
基

を
仕
切
板
へ
取

り
付
け
る
作
業

を
残
す
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

ポ
ン
プ
設
置
が
遅
れ
て
い
る

理
由
に
つ
い
て
自
治
連
合
会
の

山
岡
会
長
は
「
タ
イ
の
洪
水
の

影
響
で
ポ
ン
プ
の
納
入
が
遅
れ

た
」
と
、
今
月
の
予
算
総
会
で

報
告
し
た
。

完
成
間
近
い
大
橋
北
樋
門
ポ

ン
プ
ゲ
ー
ト
の
排
水
能
力
は
一

分
間
に
最
大
３
０
ト
ン
。
非
常

時
に
は
、
さ
ら
に
土
木
用
ポ
ン

プ
（
毎
分
４
ト
ン
排
水
）
を
２

基
設
置
で
き
る
態
勢
は
整
っ
て

い
る
が
、
す
べ
て
２
０
０
ボ
ル

ト
の
電
源
が
必
要
。

「
停
電
時
の
不
安
は
残
る

が
、
新
町
か
ら
倉
掛
に
至
る
井

原
町
の
水
防
体
制
は
大
き
く
向

上
し
た
」
と
、
住
民
ら
は
評
価

し
て
い
る
。

24
時
間
営
業
・
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
全

国
チ
ェ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る

牛
丼
の
す
き
家
が
三
月
二
日
、

「
４
８
６
号
井
原
店
」
を
倉
掛

地
内
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

場
所
は
日
の
丸
旅
行
北
の
国

道
４
８
６
号
沿
い
。
当
日
は
チ

ラ
シ
で
知
っ
た
客
が
開
店
の
午

前
九
時
前
か
ら
並
ん
だ
。

倉
掛
の
住
民
の
一
人
は
「
地

元
飲
食
業
者
と
は
客
筋
が
違
う

の
で
競
合
は
し
な
い
よ
う
に
も

思
え
る
」
と
話
し
て
い
た
。

一
方
、
井
原
駅
前
通
り
は
今

年
一
月
に
ウ
エ
ス
ギ
が
ポ
ニ
ー

か
ら
撤
退
。
同
月
末
に
は
喫
茶

メ
ル
シ
ー
、
そ
し
て
二
月
に
入

っ
て
弁
当
の
ふ
じ
や
と
、
相
次

ぐ
閉
店
情
報
に
住
民
ら
の
表
情

も
曇
り
が
ち
。

「
活
性
化
対
策
を
急
い
で
欲

し
い
」
と
、
ポ
ニ
ー
の
土
地
建

物
利
用
に
期
待
す
る
声
が
拡
大

し
て
い
る
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
の
お
花
見
交

流
会
が
四
月
十
日
、
郷
社
境
内

で
開
か
れ
、
会
員
ら
三
十
人
が

参
加
し
た
。

こ
の
日
の
ゲ
ス
ト
は
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
奏
者
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
芳
井
町
の
平
龍
造
氏
。

妹
尾
一
成
代
表
の
開
会
挨
拶
に

続
い
て
「
朧
（
お
ぼ
ろ
）
月

夜
」
「
四
季
の
歌
」
「
お
富
さ

ん
」
「
リ
ン
ゴ
の
歌
」
「
故

郷
」
「
青
い
山
脈
」
な
ど
、
懐

か
し
い
曲
を
マ
イ
ク
を
回
し
な

が
ら
合
唱
を
楽
し
ん
だ
。

昼
食
を
兼
ね
た
懇
親
会
で

は
、
満
開
の
桜
の
下
で
会
話
が

弾
ん
だ
。

井
原
市
が
全
戸
へ
無
償
で
貸

し
出
す
緊
急
告
知
端
末
器
「
お

知
ら
せ
く
ん
」
。
井
原
町
と
西

江
原
町
は
、
二
月
に
入
っ
て
消

防
団
員
が
管
轄
地
内
の
各
家
庭

へ
配
布
し
た
。

「
お
知
ら
せ
く
ん
」
は
井
原
放

送
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
を
使
っ
て
防

災
や
お
悔
み
、
地
域
の
行
事
な

ど
を
市
民
へ
伝
え
る
情
報
機

器
。
井
原
放
送
の
サ
ー
ビ
ス
に

加
入
し
て
い
な
い
家
庭
は
市
が

引
込
工
事
を
行
う
。

近
隣
Ｊ
Ａ
な
ど
が
流
し
て
い

る
身
近
な
有
線
放
送
的
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
防

災
や
身
近
な
情
報
が
入
れ
ば
安

心
。
色
々
な
話
題
提
供
に
も
役

立
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が

多
い
。

し
か
し
、
市
や
公
民
館
か
ら

の
連
絡
に
つ
い
て
「
留
守
の
と

き
に
流
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
よ
う
だ
。
も
う
少
し
奮
発
し

て
留
守
電
の
よ
う
な
機
能
が
付

い
て
い
た
ら
、
よ
り
便
利
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
す
人

も
い
る
。
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5/ 6  消防団第３部試運転日
5/12  資源の日 古紙・古着等回収

7：30～9：00
5/12  つどえ～る講演会

演題：「子育ての秘訣」
就実大学・佐藤和順教授

5/13  少年団春季清掃奉仕作業
5/18  事業所自治会費集金
5/19  自治連合会防犯パトロール
5/20  岡山県消防操法訓練大会
5/26  第13回井原町大運動会
5/26  倉掛全戸溝掃除(5/26～6/1)
5/30  いいぞ井原！チャレンジデー
6/ 3  少年団春季資源回収
6/ 3  土のう積み込み 8：00～

消火器交換 8：00～
6/ 5  劇団はぐるま座講演

「動けば雷電の如く」
※ 別記参照

6/24  井原学区少年団球技大会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

■郷社まつり賑わう

郷社春季大祭が４月４日に執り行われ
た。快晴ながら寒さの影響で桜はつぼみ
のまま。午前１０時過ぎから巫女舞いが
始まると、参拝者は優雅な舞いを見物。
参道を中心に立ち並んだ露店で、多くの
家族連れが植木などを買い求めていた。

メ
ル
シ
ー
と
ふ
じ
や
は
閉
店

す
き
家
が
オ
ー
プ
ン

倉 掛 新 聞協力／中国新聞井原販売所

倉 掛 ほ っ と 情 報

情
報
の
共
有
に
ひ
と
役

緊
急
告
知
端
末
器

お
知
ら
せ
く
ん

従来の躯体部分を残してポンプゲート式に改
良された井原大橋北の樋門

サロンがお花見交流会

倉掛地内

２基のポンプが付く仕切板

郷
社
の
境
内
で
行
わ
れ
た
サ
ロ
ン
お
花
見
会

井原地区防災


